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   落札（候補）者となるべき同価の入札が２者以上ある場合の、くじ番号に 

   よる決定方法について 

 

１ くじ番号 

  入札参加者は、入札書の所定の欄に３桁以内の番号（くじ番号）を記載のうえ、入札して

ください。 

  なお、この場合において、４桁以上のくじ番号を記載していた場合は下３桁をくじ番号と

し、くじ番号の記載がない場合は９９９を割り当てます。 

２ 順位番号 

 (1) 落札（候補）者となるべき同価の入札者を、川崎市登録業者有資格者名簿の業者番号の

小さい者から順に並べます。 

   ※なお、有資格者名簿未登録
．．．

の
．
者
．
は、順位番号を定めるため暫定的に９から始まる６桁の番号

（900001）を業者番号とみなして割り当てます（未登録の者が複数ある場合は、㈱・㈲等の法

人種別を除く社名を五十音順に並べて番号を割り当てる（900001・900002…）。）。 

 (2) 上記の順に、順位番号を０（ゼロ）から、１、２、３・・・と割り振ります。 

３ 落札（候補）者の決定 

 (1) くじ番号の合計を落札（候補）者となるべき同価の入札者の人数で割ります。 

 (2) 順位番号が上記で得られた「余りの数」と同じ者が落札（候補）者となります。 

 【参考例】 

  ア 入札の結果、Ｂ社、Ａ社及びＥ社が同額の場合 

業者番号 会社名 入札金額 くじ番号 

81  Ｃ社 1,900,000 円 ９７９ 

231  Ｂ社 1,000,000 円 ５７３ 

3491  Ａ社 1,000,000 円 １３１ 

12531  Ｄ社 2,100,000 円 ４１０ 

900001  Ｅ社 1,000,000 円 ２９３ 

  イ 同価の入札者に、名簿の業者番号順に０（ゼロ）から順位番号を割り振る。 

業者番号 会社名 順位番号 

231  Ｂ社 ０ 

3491  Ａ社 １ 

900001  Ｅ社 ２ 

  ウ 同価となった３者のくじ番号の合計値を、同価となった入札者数で割り、余りを算出

する。 

    ５７３（Ｂ社） ＋１３１（Ａ社） ＋ ２９３（Ｅ社） ＝９９７ 

    ９９７ ÷ ３（者） ＝ ３３２ ・・・ １（余りの数） 

  エ ウにより算出した余りの数が１のため、イで１の順位番号を割り振られたＡ社が落札

（候補）者となる（仮に余りの数が０の場合はＢ社、２の場合はＥ社といった結果とな

る。）。 

 なお、同価の入札が３者以上で、順位を確定する必要がある場合は、次のとおり順位

番号の順（昇順とし、順位番号が最大値となった場合は０に戻る。）とする。 

 イの場合の順位  ①Ａ社 → ②Ｅ社 → ③Ｂ社 

川崎市住宅供給公社 総務部総務課 


